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１ はじめに 

 

今日の日本の課題の一つとして,投票率の低さが挙げら

れる.特に20代の投票率の低さは顕著であり,第47回衆議

院議員総選挙における20代の投票率は60代の投票率の半

分以下である[1].また,平成27年6月の公職選挙法の改正

により,選挙権年齢が20歳から18歳に引き下げられた[2]

ため,今後はよりいっそう若者の政治参加が求められる. 

 本研究では,政治的な情報を取り扱うサイトから,政策

を表す文を抽出するシステムを作成する.このシステムに

より,各政党の政策についての文章を容易に閲覧できるよ

うにし,若者の投票の意思決定を支援できるようにするこ

とを目的とする. 

 その目的を達成するためには,文を抽出した後,政治的

な課題ごとに比較できるような,見やすい形式に整形する

ことが必要である.その第一歩として,本研究においては,

政治的な情報を扱うサイトから政策を表現する文を抽出

する機能の開発を行う. 

 

２ 政党公式サイト上の政策表現文 

 

2.1 政党公式サイトと政策表現文 

 政治情報の中でも,公約に関連した情報が重要である.

そのため,政党公式サイトに着目した.政党公式サイトで

は,日々の活動や,政党の方針などを有権者に向けて発信

している.しかしながら, 総選挙・無投票者調査[3] の今後

の選挙に希望する改善点において,政策の伝え方が上位に

なっていることなどから,有権者は現状の政党の政策の伝

え方に不満を抱いていることが窺える. 

 そこで本研究においては,政党の公式サイトから,まず

政策表現文を抽出することを目的とする. 

 

2.2 政策表現文の定義 

本研究では,以下のような文を政策表現文と定義した. 

 (1) 政党の政策 

 (2) 政策に付随する意見 

 (3) 政策に付随する意見の引用 

 意見の引用に関しては,政策を理解するための参考にな

ると考え,定義に加えた. 

 

2.3 政策表現文を含むページの特徴 

 政策表現文を含むページの特徴として,政党ごとに同一

の課題に関連するページの見出しが異なっていても,本文

には政党を問わずに共通する単語が使用されているとい

う特徴がある.この特徴に着目して,各政党から同一の課

題に対する政策表現文を抽出すれば,その政策の比較が容

易にできるようになると考えられる.加えて,ある課題に

関するページ内に,その課題と関係のない文が含まれるこ

とがある.その際にも政党間に共通する単語という特徴に

着目することにより,課題と関係のない文を除去できると

考えられる. 

 

３ 政策表現文抽出システム 

 

 本研究では,政党公式サイトから課題ごとの政策表現

文を抽出し,出力するシステムを作成した.作成したシス

テムの流れを図1 に示す. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 政策表現文抽出システムの流れ  

 

3.1 政党公式サイトからの政策ページの取得 

 政党公式サイトから課題を検索語にしてページを検索

する.その結果からboilerpipe [4] を使用してテキスト部分

を取得する. 

 

3.2 名詞の出現頻度順リストの生成  

 公式サイトから取得したテキストをkuromoji [5] を使

用し形態素解析する.政策表現文における重要な概念はサ

イト内の名詞であるため,形態素解析の結果から名詞のみ

を取得する.1つの課題に関するテキスト全体を1文書と見

なし,名詞出現頻度順リストを生成する. 

 

3.3 出現頻度順リスト内の不要語の除去 

 作成したリストには不要語が含まれていることがある.

課題ごとの名詞出現頻度順リストを比較し,一定数の課題

で共通して出現する語を不要語として除去する. 
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3.4 TF･IDFによる文の重み付け 

 3.2で生成した同一課題のテキストにおける名詞をも

とにTF･IDFを算出する.その際,IDF値は同一課題のテキス

ト全体を1文書とみなし算出する.これらの定義式を以下

に示す. 

TFi = 取得したテキストにおける単語tiの出現数 

IDFi = log (
課題の総数

単語tiが出現する課題の数
) + 1 

TF･IDFi = TFi  × IDFi  

 次に3.1で取得したテキストを句点で文単位に区切る.

各文に対して重み付けを行う.重み付けの値を表す係数を

wとして以下に定義式を示す. 

w =   ∑文構成名詞のTF･IDF𝑖

𝑛

𝑖=1

 

n = 当該文を構成する名詞の種類数 

文の重みを算出した後,長文であるほど値が大きくなる

ことを防ぐために係数kを掛けて正規化を行う.係数kは文

長をもとにした正規化係数である.正規化した値をnwと

して定義式を以下に示す. 

k =  
2 ∑

文Siの文字数
m

𝑚
𝑖=1

文Siの文字数
  ただし, k > 1のとき k = 1 

m = システムが取得したテキスト中の文の総数  

nw = w × k  

 

４ 評価実験と考察 

 

4.1 評価データ 

 実験に用いる課題として,現在話題になっている以下の

8つの課題を扱う. (1)TPP, (2)アベノミクス, (3)マイナン 

バー, (4)憲法改正, (5)原発, (6)子育て, (7)集団的自衛権, 

(8)消費税,これらの課題に関して,自由民主党,民進党,共産

党の公式サイトからページを取得する.なお民進党の公式

サイトは設置されて間も無く,十分なデータが取得できな

いため,民主党のサイトを利用する.また3.3の不要語の

除去の際には,文書頻度が5以上のものを不要語とし,文を

出力する際には,重み付けした値の上位5%を出力する.こ

れらの値は予備実験によって設定した値である.実験に使

用するデータは2016年5月4日に取得したものであり,文数

は,自由民主党12,581文,民進党15,285文,日本共産党

8,086文となっている.これらを対象に政策表現文抽出シ

ステムを用いて,政策表現文を抽出する実験を行った. 

 

4.2 評価指標 

精度，再現率，F値により評価した．定義式は以下の通

りである． 

精度 =  
システムが出力した政策表現文数

システムが出力した文数
  

再現率 =  
システムが出力した政策表現文数

政策表現文数
 

ただし,文全体が政策表現でなくても,政策表現が含まれ

ていれば政策表現文とする. 

F値 =  
2 × 精度 × 再現率

精度 + 再現率
 

 

4.3 評価実験結果 

評価実験の結果を表1 に示す. 

表1 政策表現文抽出の評価結果 

 自由民主党 民進党 日本共産党 

精度 52.5％ 46.2％ 50.5％ 

再現率 61.0％ 70.6％ 63.7％ 

F値 53.2％ 54.8％ 54.4％ 

 

4.4 考察 

政策表現文抽出システムが出力した政策表現文ではな

い文は,事実だけを述べている文や,誰かに対する問いか

けのような文が多かった.これらの特徴として,文末が助

動詞「た」であることや,終助詞「か」であることが挙げ

られる.そのため,これらのような文から不要な文の特徴

を見つけ,処理する方式を検討することが,精度の向上に

繋がると考えられる. 

 

５ おわりに 

 

本研究では,政党の公式サイトから課題ごとの政策表現

文を検索し,得られた結果の文字列から政策表現文を抽出

して表示するシステムを提案した.自由民主党,民進党,日

本共産党の公式サイトを用いて実験をした結果,3党平均

のF値が54.1％という値を得た.今後の課題として,抽出の

精度の向上,抽出した文の整形手法の検討が挙げられる. 
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